
等中等教育分科会（2012）2）による，共生社会の
形成に向けたインクルーシブ教育システム構築の
ための特別支援教育の推進に必要なものとして挙
げられている。楠ら（2012）3）は，「障害理解教育
について，インクルーシブな教育制度を確保する
ことが必要とされていることに伴い，今後障害の
ある児童又は生徒が通常の学級で学ぶ機会が増加
することが考えられている」と報告している。ま
た，小学校学習指導要領（文部科学省，2017）4）

Ⅰ　緒言

　2021年に実施されたTOKYO2020パラリンピッ
ク大会によって障害者スポーツの関心は高まって
いる。スポーツ庁によるオリンピック・パラリン
ピック・ムーブメント全国展開授業（2020）1）や
学校独自のパラリンピックに関する教育活動が実
践され，障害理解教育に用いられている。
　障害者理解教育の重要性は，中央教育審議会初
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視覚障害パラアスリートと一緒に実際の競技を実
施している場面は少なく，小学生が視覚障害者パ
ラアスリートと体験しているものはみられない。
そこで，本研究では視覚障害者観の変容において
実際に視覚障害パラアスリートと競技を行うこと
が重要であると考えられる。
　また，障害理解教育は，特に小学生時代に体験
することで効果的であると言われており18）19），小
学生に対して視覚障害者と体験型の体育の授業を
実施することで，視覚障害者の肯定的イメージが
増加するなど視覚障害者観の肯定的変容が見ら
れ，障害理解教育に有効な活動であると考えた。
　ブラインドサッカーを選択したのは，視覚障害
者スポーツの中では，ゴールボールとともにパラ
リンピックで実施される団体競技であり，視覚障
害者スポーツの中では，認知度が高く20），アイマ
スクを用意するだけで体験できる21）ためである。
また，大学生を対象とした先行研究において，視
覚障害者観の肯定的変容に有効であるという研究
があるためである22）23）。
　そこで本研究は，特定非営利活動法人日本ブラ
インドサッカー協会（以下：JBFA）の協力を得て，
パラリンピックに出場経験のあるブラインドサッ
カー選手とJBFAスタッフとともにブラインド
サッカーを体育の授業内で体験することで，小学
生の視覚障害者観がどのような変容をみせるかを
調査・研究することを目的とした。

Ⅱ　方法

１．調査対象と方法

　対象者は広島県A郡S町の小学校４年生（17名）
および６年生（44名）の61名である。
　調査は，小学生に対してブラインドサッカーの
体験型授業を学年別に２コマ（90分間）実施し，
その前後で視覚障害者への意識に関する質問紙調
査を実施し，授業後のみ体験してみての感想につ
いても調査した。体験授業は2022年９月の同一日
に実施し，調査は体験授業当日の前後に行った。
　なお，本研究は，広島文化学園大学人間健康学

は「障害のある幼児児童との交流及び共同学習の
機会を設け，共に尊重しあいながら協働して生活
していく態度を育むようにすること（第１章総
則）」や，「障害のある幼児児童生徒の交流及び
共同学習の機会を通して，協働することや他者の
役に立ったり社会に貢献したりすることの喜びを
得られる活動を充実すること（第６章特別活動）
と示している。これらのことからも，これまで以
上に「交流及び共同学習」が目的を持ち，学校教
育の中で取り入れられることが推測される。「交
流及び共同学習」を円滑に進めるためには，障害
についての知識や障害のある子どもたちへの理解
を促すための事前学習が必要とされている（全国
特別支援教育推進連盟，2007）5）。
　しかしながら，内閣府が実施した障害者に関す
る世論調査（2017）6）では，「あなたは，世の中に
は障害のある人に対して，障害を理由とする差別
や偏見があるとおもいますか。」という問いに
83.9％が「あると思う」と回答しており，障害理
解教育が成果を出しているとは言い難い。
　この原因の１つとして視覚障害理解教育に関し
ては，障害のシミュレーション体験の方法による
問題があると考えれられている。目隠しなどをし
て視覚障害体験を行うことで，「できない」「怖さ」
を感じてしまい，視覚障害者観をゆがめてしまっ
ていると考えられる7）8）9）。しかしながら，できるこ
とを体験する視覚障害シミュレーション体験は有
効であるという報告10）11）12）もあり，体験の内容や実
施方法を検討することが重要であると考えられる。
　また，障害者観の肯定的な変容には，障害者と
の交流が有効であることが示唆されており13）14），
視覚障害シミュレーション体験においても視覚障
害者当事者とともに体験を行うことが重要である
と考えられる。
　また，障害理解教育には，体育・スポーツ活動が
有効であるという先行研究が多くみられる15）16）17）。
しかし，スポーツ庁によるオリンピック・パラリ
ンピック・ムーブメント全国展開事業実践事例集
（2020）1）をみると，映像や新聞，インターネット
等から情報収集したものを発表する形態が多く，
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（図１，２，３）。

３．調査項目

　調査項目は，表２に示す通り，「１．基本項目」，
「２．障害者との接触抵抗感」，「３．障害者との
今後の関り」，「４．障害児者のイメージ」，「５．
授業の感想」である。
　基本項目は，性別，視覚障害者とのスポーツ体
験の有無，ブラインドサッカー経験の有無，障害
者との接触経験の有無，接触した障害者の障害種
について確認した。接触抵抗感は，「障害者とか
かわることについてどう思いますか」という設問
で，「１．抵抗がある」，「２．少し抵抗がある」，
「３．どちらともいえない」，「４．あまり抵抗は
ない」，「５．抵抗はない」の５件法によって回答
を得た。障害者との今後の関りについては，「障
害児者と今後もかわってみたいですか」という設
問について，　「１．とても思う」，「２．少し思う」，
「３．どちらとも言えない」，「４．あまり思わな

部研究倫理委員会の承認を受け，対象者，教育委
員会，担任教諭に文面にて研究の主旨を説明し，
同意を得て実施した。

２．体験内容

　ブラインドサッカー体験の授業は，２コマ（90
分間）で，内容は表１のとおりである。JBFAのファ
シリテーター１名と選手１名によって実施された

表１　ブラインドサッカー体験授業内容
時間 体験会内容 備考
５分 挨拶・体験内容説明

15分 準備体操 ペアで実施。
アイマスクをした相手に声のみで指示する（図１）。

15分 ウォーキング・ランニング グループで実施。
安全な姿勢や声を出すことの重要性を指示する（図２）。

10分 休憩
15分 ウォーキング・ランニング 休憩前と同様。

30分 ボールを使った運動
　ドリブル・パス・シュート

グループで実施。
定期的に話し合いの場を持ち，どうすれば効率よくボールを
運べるか，目的の場所に蹴ることができるかなどを話し合う
（図３）。

５分 まとめ・挨拶

図１：準備体操

図２：ウォーキング

図３：シュート
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も思う」を「１点」，「２．少し思う」を「２点」，
「３．どちらとも言えない」を「３点」，「４．あ
まり思わない」を「４点」，「５．まったく思わな
い」を「５点」と換算し，Wilcoxon　の符号付き
順位検定によるによって授業前後を比較した。
　障害児者のイメージは，主に偏見や否定的イ
メージについては，「１．とてもそう思う」を「１
点」，「２．少しそう思う」を「２点」，「３．どち
らとも言えない」を「３点」「４．あまり思わない」
を「４点」，「５．まったく思わない」を「５点」
と換算し，Wilcoxonの符号付き順位検定によるに
よって授業前後を比較した。
　授業の感想は，テキストを質的に分析した大山
（2015）の手法を参考に，記述内容の意味のまとま
りごとに整理した24）。
　データの集積・統計的処理にはIBM SPSS 

Statistics version27を用いた。

い」，「５．まったく思わない」の５件法により回
答を得た。障害者イメージは，先行研究18）を参考
として11項目設定し，「１．とてもそう思う」，
「２．少しそう思う」，「３．どちらとも言えない」，
「４．あまり思わない」，「５．まったく思わない」
の５件法によって回答を得た。授業の感想は，他
の項目とは調査紙を別にし，自由記述によって回
答を得た。記述内容の誘導や限定を避けるため，
「授業を通しての感想」というテーマのみ提示し，
字数や体裁，内容については全て任意とした。

４．分析

　基本項目は，単純集計によってまとめた。
　接触抵抗感については，「１．抵抗がある」を「１
点」，「２．少し抵抗がある」を「２点」，「３．ど
ちらともいえない」を「３点」，「４．あまり抵抗
はない」を「４点」，「５．抵抗はない」を「５点」
と換算し，Wilcoxon　の符号付き順位検定による
によって授業前後を比較した。
　障害者との今後の関りについては，「１．とて

表２　アンケート項目
項目 アンケート内容 回答

１　基本項目
　　（体験会前）

①　性別
②　障害者との接触経験の有無
③　ブラインドサッカー体験の有無
④　 視覚障害者とのブラインドサッ

カー体験の有無

①　男性，女性
②　あり，なし　※ありの場合は回数
③　あり，なし　※ありの場合は回数
④　あり，なし　※ありの場合は回数

２　 障害者との接触抵抗感
　　（体験会前後）

障害者とかかわることについてどう
思いますか

１．抵抗がある，２．少し抵抗がある，３．
どちらともいえない，４．あまり抵抗は
ない，５．抵抗はない，６．もともと抵
抗はない

３　 障害者との今後の関り
　　（体験会前後）

障害児者と今後もかわってみたいで
すか

１．とても思う，２．少し思う，３．ど
ちらとも言えない，４．あまり思わない，
５．まったく思わない

４　 障害児者のイメージ
　　（体験会前後）

以下のイメージについてどう思うか。
①　かわいそう
②　暗い感じ
③　こわい感じ
④　元気がない
⑤　生活するのが難しい
⑥　一人では何もできない
⑦　一緒に生活するのは難しい
⑧　障害がなくてよかった
⑨　困っている時は助けたい
⑩　スポーツするのは危ない
⑪　一緒にスポーツするのは難しい

１．とてもそう思う，２．少しそう思う，
３．どちらとも言えない，４．あまり思
わない，５．まったく思わない

５　授業の感想
　　（体験会後）

・ 授業を通しての感想について書い
てください。

・自由記述
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４．障害児者のイメージ

　障害児者のイメージについての授業前後の平均
得点の比較結果は表３の通りである。Wilcoxonの
符号付き順位検定の結果，「①かわいそう」，「②暗
い感じ」，「③こわい感じ」，「④元気がない」，「⑤
生活するのが難しい」，「⑦一緒に生活は困難」，「⑩
スポーツするのはあぶない」，「⑪一緒にスポーツ
は困難」の８項目が，１％水準の有意差が生じて
いた。その他の３項目においては，「⑨こまってい
るときは助けたい」を除いて，肯定的な回答が増
加していたが，有意な得点差が生じていなかった。

５．感想

　ブラインドサッカー体験型授業の後に，「ブラ
インドサッカーをやってみて，どう思いました
か。」と取り組んでみての感想を自由記述で回答
を得た。
　最も多い回答は「楽しかった」（N=27）という
感想で，次いで「難しかった」（N=25），「怖かった」
（N=10）が続いた。難しかった，怖かった以外の

Ⅲ　結果

１．基本項目

　回答者の性別は，女子が32名（52.5％），男子
が29名（47.5％）であり，障害者との接触経験が
ある者は10名（16.4％），ない者は　51名（83.6％）
であった。参加者全員が視覚障害者とスポーツ体
験をしたことも，ブラインドサッカーを体験した
こともなかった。

２．障害者と接触することの抵抗感の変化

　接触抵抗感の得点を授業前後で比較したとこ
ろ，授業前3.79（SD：1.133），授業後4.06（SD：1.129）
であり，有意な得点差は生じていなかった（N=61）。

３．障害者との今後の関り

　障害者との今後の関りの得点を授業前後で比較
したところ，授業前2.45（SD：1.066），授業後1.97
（SD：.975）であり，有意な得点差は生じていな
かった（N=61）。

表３　体験授業前後の障害者イメージ統計結果（N=61）
質問項目 平均値 標準偏差 z p

①　かわいそう 前 2.27 1.203 -3.945b ＜.001後 3.00 1.293

②　暗い感じ　 前 3.32 1.388 -4.426b ＜.001後 4.16 1.231

③　こわい感じ 前 3.97 1.116 -2.536b ＜.001後 4.32 1.212

④　元気がない 前 3.50 1.184 -4.693b ＜.001後 4.31 1.154

⑤　生活するのが難しい 前 1.81 .846 -5.297b ＜.001後 2.87 1.241

⑥　ひとりでは何もできない 前 2.81 1.157 -1.164b =.244後 3.00 1.268

⑦　一緒に生活は困難 前 2.85 1.129 -3.628b ＜.001後 3.50 1.170

⑧　障害がなくてよかった 前 1.66 .940 -1.876b =.061後 1.94 1.129

⑨　こまっているときは助けたい 前 1.44 .643 -1.458c =.145後 1.32 .864

⑩　スポーツするのはあぶない 前 2.55 1.197 -3.996b ＜.001後 3.39 1.233

⑪　一緒にスポーツは困難 前 2.98 1.121 -4.847b ＜.001後 3.87 1.261
※Wilcoxon の符号付き順位検定による
　b．負の順位に基づく
　c．正の順位に基づく
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　全員が初めての視覚障害者とスポーツを行った
こと，全員が初めてのブラインドサッカー体験で
あったことは，障害者理解教育に重要な障害者当
事者と活動する場が少ないことが示唆された。早
期に障害者理解教育を行うことが障害者理解につ
ながることから18）19），今後JBFA等視覚障害者ス
ポーツ団体と連携し，視覚障害者スポーツ体験会
を積極的に実施していく必要があると考えられ
る。

Ⅴ　今後の課題

　今後は，本研究で実施した体験型授業により肯
定的に変化した視覚障害者観が，体験型授業後ど
のように変化するのかを調査・検討する必要があ
ると考えられる。また，視覚障害者との体験型授
業を複数回行った際の変化や視覚障害者スポーツ
の種目を変更した際の視覚障害者観の変化につい
て調査・研究していくことも必要であると考え
る。そして考察にも記載したが，本研究から視覚
障害者とのスポーツ体験や視覚障害者スポーツの
体験の機会が少ないことが示唆されるため，イン
クルーシブ教育の推進に向け，体験会等の障害者
理解教育の機会を創出していくことも課題である
と考えられる。
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れは先行研究18）24）と比較すると大きく変化してい
る。パラリンピックに出場した視覚障害者当事者
が講師を務めた点や小学生年代という障害理解教
育に有効な年代を選択して実施した点によるもの
であると考えられる。統計的有意差はみられな
かったが，「⑨困っている時は助けたい」の項目
についてのみ，肯定的回答が減少した。これは視
覚障害者当事者が講師を務め，自由に体育館内を
動き回っている姿を見ることで，困っている場面
がほとんどなかったためであると考えられる。
　自由記述に多く見られる「怖さ」は，ブライン
ドサッカーが接触のある競技のためであり，ゴー
ルボールなどの非接触型競技を実施すると恐怖心
は減少すると考えられる。視覚障害者に対する
「怖さ」は，障害者のイメージ「③こわい感じ」の
肯定的回答が統計的有意に増加しており，減少し
ていることが示唆された。他の自由記述では「怖
い」以外は「難しい」という言葉は散見されるが，
それ以外はすべて肯定的な記述であり，自由記述
をみても視覚障害者のイメージは肯定的に変化し
たことが示唆された。
　よって，視覚障害者とのブラインドサッカー体
験型授業によって，視覚障害者に対するイメージ
が肯定的変化すると考えられる。
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